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病院看護婦の睡眠問題と夜勤およびライフスタイルとの関連性
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目的　本研究は，看護婦を対象にしたアンケート調査を実施し，①看護婦の睡眠問題の実態把握

および②睡眠問題と夜勤，ライフスタイルの関連性について解析し，看護婦が快適な睡眠を

得るための方策も検討した。

方法　対象者は400床以上の5病院に勤務する看護婦で，調査期間は2000年7月の1か月であ

る。調査票は睡眠の質に関する質問項目とライフスタイル（悩みやストレス等，運動，食

事，入浴，婚姻および子供の有無等）に関する質問項目から成り立ち，その配布方法は各病

院の看護部長から各職場の婦長を通して対象者に渡された。

結果　夜勤有無と睡眠問題との関連性については，夜勤のある看護婦は夜勤のない看護婦に比べ

て入眠障害，早朝覚醒等の睡眠項目7項目（8項目中）との関連性が有意に認められた。ま

た，看護婦における睡眠関連要因では，夜勤，悩みやストレス等あり，6時間未満の睡眠時

間，勤務地東京，および子供あり等，が有意に睡眠の問題に影響を与えていることが認めら

れた。さらに，6時間未満の睡眠時間の関連要因は，40歳以上の年齢，勤務地東京，および

悩みやストレス等あり，が有意に認められた。

結論　今回の研究から看護婦の睡眠問題は夜勤だけでなくライフスタイルとの関連性もあること

が示唆された。また，夜勤のある看護婦特に東京の看護婦は快適な睡眠を得るためにも睡眠

時間を十分に取る必要があることが考えられた。
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